
主な記事
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様
々
な
シ
ー
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
だ
が
、
機
体
数
の
増
加

に
伴
い
事
故
も
増
え
て
い
る
。
農
林
水
産
省
が
普
及
拡
大
を
進
め
る
中
、
2
0

2
1
年
度
の
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
事
故
は
全
体
の
3
割
に
上
っ
た
。
農
業
で
も

夏
に
向
け
、
薬
剤
や
液
肥
を
散
布
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
事
故
に
注
意
が
必
要
だ
。

ド
ロ
ー
ン
登
録
数
急

増
で
事
故
も
増
加

▶農業用が全体の３割占める
▶農薬散布の多い７・８月に集中

ド
ロ
ー
ン
を
含
む
無
人

航
空
機
を
所
管
す
る
国
土

交
通
省
に
よ
る
と
、
ド
ロ

ー
ン
事
故
は
19
年
度
に
83

件
発
生
し
、
27
件
（
32
・

5
％
）
が
農
業
関
係
の
事

故
だ
っ
た
。以
降
、20
年
度

は
71
件
中
18
件
（
25
・
3

％
）、
21
年
度
は
1
3
9

件
中
43
件
（
30
・
9
％
）

が
農
業
関
係
の
事
故
で
、

毎
年
3
割
前
後
を
農
業
関

係
が
占
め
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
事
故
は
、

ド
ロ
ー
ン
が
電
線
な
ど
に

引
っ
掛
か
っ
て
墜
落
し
機

体
が
損
傷
す
る
事
故
が
多

い
。
操
縦
者
だ
け
で
な

く
、
第
三
者
や
車
な
ど
当

事
者
以
外
に
損
害
を
与
え

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

22
年
6
月
施
行
の
改
正

航
空
法
で
は
、
1
0
0
グ

ラ
ム
以
上
の
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
は
機
体
の
登
録
が

義
務
化
さ
れ
た
。
未
登
録

で
飛
行
し
た
場
合
は
1
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
同
年
12

月
か
ら
は
同
省
へ
の
事
故

報
告
が
任
意
か
ら
義
務
に

変
わ
り
、
死
傷
や
物
損
事

故
が
対
象
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
は
悪
天
候
な
ど
外
的

要
因
に
よ
る
事
故
も
含
ま

れ
る
。
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者

や
そ
の
関
係
者
、
第
三
者

に
軽
傷
を
負
わ
せ
た
場
合

は
「
重
大
イ
ン
シ
デ
ン

ト
」
と
な
る
。

改
正
法
の
施
行
に
伴

い
、
ド
ロ
ー
ン
登
録
数
は

21
年
12
月
の
5
2
0
9
機

か
ら
23
年
2
月
に
は
33
万

1
0
2
0
機
へ
急
増
し

た
。
登
録
は
業
種
別
で
は

な
い
た
め
、
農
業
用
ド
ロ

ー
ン
の
正
確
な
機
体
数
は

わ
か
ら
な
い
が
、
農
林
水

産
省
調
べ
で
は
、
農
薬
散

布
用
ド
ロ
ー
ン
の
販
売
台

数
は
18
年
〜
21
年
の
4
年

間
で
計
1
万
2
2
8
3

台
。
肥
料
散
布
用
や
空
撮

用
な
ど
そ
の
他
に
つ
い
て

は
農
水
省
も
把
握
し
て
い

な
い
。

農
業
関
係
の
事
故
は
、

農
薬
散
布
の
多
い
7
、
8

月
に
集
中
し
て
い
る
。
国

土
交
通
省
は
、
今
年
1
月

に
操
作
時
や
日
頃
か
ら
の

管
理
に
つ
い
て
の
注
意
点

を
ま
と
め
た
「
無
人
航
空

機
（
ド
ロ
ー
ン
、
ラ
ジ
コ

ン
機
等
）
の
安
全
な
飛
行

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
公
表
し
、
ル
ー
ル

の
説
明
と
法
令
順
守
に
よ

る
安
全
運
航
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

◆
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
普
及

計
画
「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

農
薬
散
布
面
積
1
0
0
万

㌶
に
拡
大
」
22
年
度
達
成

目
標
◆

農
林
水
産
省
は
19
年
、

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
普
及

計
画
を
掲
げ
「
22
年
度
ま

で
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農

薬
な
ど
の
散
布
面
積
を
1

0
0
万
㌶
に
拡
大
す
る
」

と
の
目
標
を
設
定
し
た
。

20
年
の
散
布
面
積
の
推
計

は
11
万
9
5
0
0
㌶
。
19

年
の
6
万
5
1
2
8
㌶
か

ら
2
倍
近
く
拡
大
し
た
。

21
年
・
22
年
の
デ
ー
タ
は

集
計
中
で
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
利
用
機
会
は
拡

大
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
安

全
な
飛
行
が
求
め
ら
れ

る
。

夏
場
に
向
け
注
意
喚
起
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「
最
後
の
一
粒
ま
で
し

っ
か
り
食
べ
る
の
よ
。
日

本
の
食
卓
で
は
そ
ん
な
風

に
い
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
『
最
初
の
一
粒

が
な
い
子
』
が
世
界
に
は

た
く
さ
ん
い
る
の
で

す
」。
Ｗ
Ｆ
Ｐ
国
連
世
界

食
糧
計
画
の
Ｐ
Ｒ
、
皆
さ

ん
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
。

ユ
ニ
セ
フ
・
Ｆ
Ａ
Ｏ
・

Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｏ
・
Ｗ
Ｅ
Ｐ
・
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
共
同
で
発
表
し
た

「
世
界
の
食
料
安
全
保
障

と
栄
養
の
現
状
」
2
0
2

2
年
版
に
よ
る
と
、
2
0

2
1
年
に
は
世
界
人
口
の

29
・
3
％
に
当
た
る
約
23

億
人
が
中
度
ま
た
は
重
度

の
食
料
不
足
に
あ
り
、
世

界
人
口
の
11
・
7
％
に
当

た
る
9
億
2
4
0
0
万
人

近
く
が
深
刻
な
食
料
不
足

に
直
面
し
て
い
る
と
報
告

し
て
い
る
。

ま
た
、
推
定
4
5
0
0

万
人
の
5
歳
未
満
児
が
、

最
も
命
を
落
と
す
危
険
性

が
高
い
栄
養
不
良
の
形
態

「
消
耗
症
」
に
陥
り
、
1

億
4
9
0
0
万
人
の
5
歳

未
満
児
が
食
事
に
含
ま
れ

て
い
る
栄
養
素
が
慢
性
的

に
不
足
し
て
い
る
た
め
に

発
育
障
害
に
陥
っ
て
い
る

と
も
報
告
し
て
い
る
。

日
本
に
目
を
移
そ
う
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
そ
の
国
の

等
価
可
処
分
所
得
（
世
帯

の
可
処
分
所
得
﹇
い
わ
ゆ

る
手
取
り
収
入
﹈
を
世
帯

人
員
の
平
方
根
で
割
っ
て

調
整
し
た
所
得
）
の
中
央

値
の
半
分
に
満
た
な
い
世

帯
員
の
状
態
の
こ
と
を

「
相
対
的
貧
困
」
と
定
義

し
て
い
る
。
簡
単
に
言
え

ば
、
そ
の
国
や
地
域
の
水

準
の
中
で
大
多
数
よ
り
も

貧
し
い
状
態
の
こ
と
を
指

す
。
そ
の
国
の
等
価
可
処

分
所
得
が
3
0
0
万
円
で

あ
れ
ば
、
2
分
の
1
の
1

5
0
万
円
未
満
が
相
対
的

貧
困
と
な
る
。

2
0
1
5
年
の
日
本
の

相
対
的
貧
困
率
は
15
・
7

％
、子
供
の
貧
困
率
は
13
・

9
％
。
深
刻
な
の
は
一
人

親
家
庭
の
50
・
8
％
だ
。

日
本
の
貧
困
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
に
加
盟
し
て
い
る
36
カ

国
中
8
番
目
に
高
い
。
最

も
高
い
の
は
コ
ス
タ
リ
カ

で
20
・
5
％
。
以
降
、
米

国
、イ
ス
ラ
エ
ル
、韓
国
、

チ
リ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
メ
キ

シ
コ
、
日
本
と
続
く
。
ち

な
み
に
、
一
番
低
い
の
は

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
4
・
9

％
。
日
本
の
3
分
の
1
未

満
だ
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が

2
0
2
2
年
に
1
0
0
0

万
円
以
上
の
負
債
を
抱
え

て
倒
産
し
た
件
数
を

5
月
10
日
に
発
表
し

た
。
農
業
の
倒
産
は

75
件
。
前
年
の
42
件

か
ら
1
・
8
倍
増
加
し

た
。
こ
の
20
年
で
は
2
0

2
0
年
の
80
件
に
次
ぐ
2

番
目
の
高
水
準
だ
。
こ
の

う
ち
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
の

原
料
と
な
る
「
生
乳
」
を

生
産
す
る
酪
農
家
は
14

件
。
東
日
本
大
震
災
が
起

き
た
11
年
の
19
件
に
次
ぐ

規
模
と
な
っ
た
。

毎
年
、
発
表
さ
れ
る
と

マ
ス
コ
ミ
が
話
題
に
す
る

日
本
の
食
料
自
給
率
は
38

％
。
飼
料
や
肥
料
が
こ
こ

ま
で
輸
入
頼
み
と
は
、
関

係
者
じ
ゃ
な
け
れ
ば
知
ら

な
い
の
は
無
理
も
な
い
。

ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

で
、
少
し
は
自
分
事
に
な

っ
た
だ
ろ
う
か
。

全
商
連
の
事
務
所
が
あ

る
秋
葉
原
駅
に
は
、『
最

初
の
一
粒
が
な
い
子
』
の

広
告
が
壁
一
面
に
貼
っ
て

あ
る
場
所
が
あ
る
。
い
つ

も
そ
こ
を
通
っ
て
出
勤
し

て
い
る
が
、
最
近
は
感
じ

方
が
変
わ
っ
て
き
た
。

生
産
資
材
価
格
高
止
ま
り

前
年
同
月
比
８
・
８
％
上
昇

農
林
水
産
省
は
4
月
28

日
に
3
月
の
農
業
物
価
指

数
を
公
表
し
た
。
2
0
2

0
年
を
1
0
0
と
し
た
指

数
は
生
産
資
材
で
1
2

2
・
1
と
な
り
、
前
年
同

月
比
で
8
・
8
％
上
昇
し

た
。
前
月
比
で
は
2
月
は

9
カ
月
ぶ
り
に
前
月
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
3
月
は

再
び
0
・
2
％
上
昇
し
、

肥
料
、
飼
料
と
も
依
然
と

し
て
高
止
ま
り
が
続
い
て

い
る
。

一
方
、
農
産
物
は
全
体

的
に
は
上
昇
幅
は
小
さ

く
、
依
然
と
し
て
価
格
転

嫁
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

が
う
か
が
え
る
。

▽
前
年
同
月
比

肥
料
は

約
4
割
・
飼
料
は
約
2
割

上
昇生

産
資
材
の
う
ち
、
肥

料
は
1
5
5
・
2
で
前
年

同
月
か
ら
38
・
4
％
上
昇

し
、
前
月
比
で
は
0
・
1

％
上
昇
し
た
。
肥
料
の
う

ち
、
高
度
化
成
は
前
月
を

0
・
1
％
上
回
り
1
7
0
・

8
。
尿
素
は
前
月
か
ら
横

ば
い
で
2
2
2
・
9
、
塩

化
カ
リ
ウ
ム
は
0
・
4
％

上
回
り
2
0
7
・
7
。
い

ず
れ
も
上
昇
は
小
幅
だ
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
。

一
方
、飼
料
は
1
4
8
・

5
で
前
年
同
月
か
ら
19
・

2
％
上
昇
し
、
前
月
比
は

横
ば
い
だ
っ
た
。
飼
料
の

う
ち
、
配
合
飼
料
は
1
4

8
・
5
で
前
年
同
月
比
18
・

7
％
上
昇
し
、
前
月
比
は

横
ば
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
1
6
8
・
2
で
前
年
同

月
比
は
14
・
8
％
上
昇
し

た
が
、前
年
比
は
1
・
2
％

下
が
っ
た
。

▽
農
産
物
は
動
き
幅
小
さ

く
・
鶏
卵
は
鳥
イ
ン
フ
ル

で
高
騰

農
産
物
は
1
0
7
・
1

で
前
年
同
月
か
ら
3
・
3

％
上
昇
し
、
前
月
比
で
は

1
・
1
％
低
下
し
た
。

〇
鶏
卵
1
9
2
・
8
（
前

年
同
月
比
65
・
2
％
上
昇
）

〇
米
84
・
1
（
前
年
同
月

比
8
・
2
％
上
昇
、
前
月

比
は
横
ば
い
）

〇
野
菜
1
1
0
・
5
（
前

年
同
月
比
2
・
2
％
低
下
、

前
月
比
4
・
6
％
低
下
）

〇
果
実
97
・
9
（
前
年
同

月
比
14
・
0
％
低
下
、
前

月
比
8
・
8
％
低
下
）

◆
酪
農
の
倒
産
件
数

過

去
10
年
で
最
多
◆

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
2
0
2
2
年
に

倒
産
・
休
廃
業
し
た
「
酪

農
業
」
は
14
件
。
過
去
10

年
で
最
多
と
な
っ
た
。

酪
農
業
は
、
20
年
に
始

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
り
、
業
務
用
や

学
校
給
食
用
の
牛
乳
消
費

が
急
減
。
昨
年
か
ら
は
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
円
安
に
よ
っ
て
飼

料
輸
入
費
が
高
騰
し
、
高

止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

一
方
、
価
格
転
嫁
に
つ

い
て
は
、
22
年
の
パ
ッ
ク

牛
乳
価
格
は
前
年
比
で
最

大
10
％
値
上
げ
し
た
が
、

コ
ス
ト
上
昇
分
を
十
分
に

は
反
映
で
き
て
い
な
い
。

最
後
の
一
粒
？
最
初
の
一
粒
？

３
月
農
業
物
価
指
数

農
林
水
産
省
は
今
年
か

ら
、
5
〜
9
月
を
「
熱
中
症

対
策
強
化
期
間
」
と
定
め
、

農
作
業
中
の
発
生
予
防
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。
温
暖

化
な
ど
で
熱
中
症
の
被
害
が

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

し
、
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分

補
給
、
暑
さ
に
応
じ
た
作
業

を
行
う
な
ど
の
対
策
を
農
家

に
呼
び
か
け
る
。

同
対
策
は
農
作
業
安
全
確

認
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
る
。
4
月
28
日
に
成
立
し

た
改
正
気
候
変
動
適
応
法
で

は
、
現
行
の
警
戒
ア
ラ
ー
ト

よ
り
一
段
上
の
「
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
」
を
新
設
。
同
ア

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
市
町
村
は
避
難
場
所
に

指
定
し
た
冷
房
を
備
え
た
公

共
施
設
な
ど
を
一
般
開
放
す

る
。死

亡
者
数
が
増
え
る
の
は

7
・
8
月
だ
が
、
例
年
、
体

が
暑
さ
に
慣
れ
て
な
い
Ｇ
Ｗ

頃
か
ら
救
急
搬
送
が
増
え
る

傾
向
が
あ
る
。

▽
農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ

る
死
亡
者
数
は
10
年
間
で
2

5
9
人

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ

る
死
亡
者
数
は
、
2
0
2
1

年
ま
で
の
10
年
間
で
2
5
9

人
、
農
作
業
死
亡
事
故
全
体

の
約
1
割
を
占
め
、
こ
の
う

ち
の
約
9
割
は
70
代
以
上
だ

っ
た
。

▽
5
月
1
〜
7
日
の
熱
中
症

搬
送
は
4
9
5
人

総
務
省
消
防
庁
は
、
今
年

5
月
1
日
〜
7
日
ま
で
の
全

国
の
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
者
数
が
速
報
値
で
4
9
5

人
（
昨
年
同
期
の
確
定
値
4

7
9
人
）
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
こ
の
う
ち
、
農
・
畜
・

水
産
作
業
を
行
っ
て
い
る
時

の
発
症
者
は
19
人
（
3
・
8

％
）。
ま
た
、
年
齢
別
で
は

65
歳
以
上
が
2
5
3
人
と
全

体
の
51
・
1
％
を
占
め
た
。

農水省

ステッカー

◇
新
理
事
長
の
ご
紹
介

▽
京
都
商
組
新
理
事
長

外
賀
裕
氏
（
有
機
会
社

Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ａ
）

◇
組
合
総
会
予
定

▽
5
月
25
日
（
木
）

千
葉
商
組
通
常
総
会

新
潟
商
組
通
常
総
会

▽
5
月
26
日
（
金
）

鹿
児
島
商
組
通
常
総
会

▽
5
月
27
日
（
土
）

三
重
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
2
日
（
金
）

長
野
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
8
日
（
木
）

岩
手
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
13
日
（
火
）

山
形
商
組
通
常
総
会

２
０
２
３
年
３
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
１５
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
１２
件

3
月
は
10
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
15
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
8
件
は
農
業
機
械
の

転
落
・
転
倒
に
よ
る
も
の

で
、
5
名
が
死
亡
し
た
。

農
水
省
は
田
植
機
を
操
作

す
る
際
の
注
意
点
と
し

て
、
①
「
ト
ラ
ッ
ク
へ
の

昇
降
は
、
荷
台
の
高
さ
の

4
倍
以
上
の
長
さ
の
ア
ユ

ミ
板
を
使
用
す
る
」、
②

「
狭
い
通
路
は
補
助
者
が

誘
導
、
路
肩
は
草
刈
り
を

し
て
ポ
ー
ル
な
ど
目
印
を

設
置
す
る
」、
③
「
圃
場

出
入
り
な
ど
段
差
の
あ
る

場
所
は
直
角
に
走
行
し
、

人
を
重
り
代
わ
り
に
し
な

い
」
の
3
点
を
挙
げ
て
い

る
。

▽
6
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

6
月
は
田
植
え
後
の
管

理
作
業
時
の
事
故
（
刈
払

機
に
よ
る
死
傷
や
用
水
路

の
見
回
り
時
の
転
落
な

ど
）
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。刈

払
機
は
、
左
半
分
の

先
端
か
ら
1
／
3
の
部
分

で
、
右
か
ら
左
に
一
方
通

行
で
刈
り
取
り
を
行
う
。

右
半
分
を
使
う
と
障
害
物

に
当
た
っ
た
時
に
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
し
や
す
く
な
り
、

左
半
分
で
も
手
前
か
ら
2

／
3
の
部
分
で
刈
る
と
飛

散
物
が
自
分
に
飛
び
や
す

く
、
い
ず
れ
も
負
傷
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。

6
月
は
梅
雨
に
入
り
、

雨
が
増
え
る
季
節
。
近
年

は
短
時
間
に
局
地
的
に
大

雨
が
降
る
こ
と
が
増
え
て

い
る
の
で
、
水
路
の
管
理

を
普
段
か
ら
こ
ま
め
に
行

い
、
増
水
時
は
絶
対
に
水

路
に
近
付
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
6
月

か
ら
一
部
の
区
間
で
宅
急

便
な
ど
の
配
達
が
1
日
遅

く
な
る
と
発
表
し
た
。

ヤ
マ
ト
運
輸
の
宅
配
サ

ー
ビ
ス
は
現
在
、
配
送
指

定
で
き
る
時
間
が
「
翌
日

の
14
時
以
降
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
6
月
1
日
発
送

分
か
ら
は
配
送
指
定
で
き

る
時
間
を
1
日
遅
く
し
、

「
翌
々
日
の
午
前
中
以

降
」
と
な
る
。
対
象
区
間

は
、「
関
東
―
中
国
・
四

国
」「
岩
手
県
―
関
西
」「
静

岡
県
一
部
・
富
山
↓
福
岡

（
片
道
の
み
）」。

背
景
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
あ
る
。
物
流
業
界

は
来
年
4
月
か
ら
残
業
時

間
の
上
限
規
制
が
強
化
さ

れ
る
た
め
、「
収
入
が
減

る
こ
と
に
よ
る
更
な
る
人

手
不
足
」
が
懸
念
さ
れ
、

2
0
2
4
年
問
題
と
呼
ば

れ
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
か
ら
一
部
区
間

で
配
達
１
日
遅
く

ヤ
マ
ト
運
輸
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◇
耕
種
農
家
の
飼
料
作
物

の
生
産
取
組
状
況

飼
料

用
米
は
51
％
・
飼
料
作
物

は
2
割
に
満
た
ず
（
グ
ラ

フ
1
）

農
林
水
産
省
か
ら
「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
い
交

付
金
」
制
度
な
ど
に
よ
っ

て
、
水
田
の
転
作
作
物
と

し
て
飼
料
用
作
物
の
生
産

に
は
交
付
金
が
出
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
飼
料
用
米

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
答
え
た
稲
作
農
家

は
、
全
体
で
は
半
数
を
超

え
る
51
％
。
但
し
、
地
域

別
で
は
都
府
県
の
取
り
組

み
率
56
・
5
％
に
対
し
、

北
海
道
は
37
％
だ
っ
た
。

一
方
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
や

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
牧

草
な
ど
飼
料
作
物
の
生
産

に
つ
い
て
は
、
取
り
組
ん

で
い
る
耕
種
農
家
の
割
合

は
全
体
の
15
・
4
％
に
と

ど
ま
り
、「
今
後
取
り
組

み
た
い
」
割
合
も
24
・
4

％
と
少
な
か
っ
た
。

◇
畜
産
農
家
の
国
産
飼
料

利
用
率
は
65
％
・
う
ち
約

半
数
は
今
後
拡
大
意
向

（
グ
ラ
フ
2
・
3
）

畜
産
農
家
で
は
、
飼
料

用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
発
酵
粗

飼
料
）
な
ど
の
国
産
飼
料

作
物
は
、65
・
4
％
が
「
利

用
中
」
と
回
答
し
、
う
ち

46
・
1
％
が
「
今
後
拡
大

し
た
い
」意
向
を
示
し
た
。

ま
た
、「
今
後
新
た
に
取

り
組
み
た
い
」
と
の
回
答

は
17
・
6
％
だ
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
国

産
飼
料
を
利
用
中
で
、「
今

後
拡
大
し
た
い
」
と
の
回

答
は
都
府
県
酪
農
が
60
・

9
％
で
最
も
多
く
、
次
い

で
肉
用
牛
が
52
・
9
％
、

北
海
道
酪
農
が
48
・
3
％

だ
っ
た
。

◇
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
の
課
題
は
多
岐
に

国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
に
関
す
る
課
題
と

し
て
は
、「
収
支
（
補
助

金
含
む
）
が
合
わ
な
い
」

が
耕
種
農
家
56
・
2
％
、

畜
産
農
家
40
・
6
％
で
、

耕
種
で
は
最
多
、
畜
産
で

は
2
番
目
に
回
答
率
が
高

か
っ
た
。
ま
た
、
耕
種
農

家
の
41
・
1
％
、
畜
産
農

家
の
38
・
9
％
が
「
作
業

機
械
や
調
達
設
備
等
の
不

足
」
を
課
題
に
挙
げ
て
お

り
、
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
他
、畜
産
で
は「
各

種
作
業
を
行
う
労
力
が
不

足
」
43
・
3
％
、「
生
産

用
地
の
確
保
・
整
備
が
難

し
い
」
38
・
6
％
、「
飼

料
の
品
質
安
定
化
が
難
し

い
」
36
・
4
％
と
回
答
率

が
4
割
前
後
の
課
題
が
多

く
、
畜
産
農
家
の
課
題
が

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

【
調
査
概
要
】

調
査
は
今
年
1
月
に
実

施
。
7
4
2
4
件
（
回
収

率
32
％
）
の
回
答
を
得

た
。

◆
22
年
の
畜
産
農
家
の
倒

産
件
数
は
27
件
・
前
年
比

2
・
7
倍
に
増
加
◆

2
0
2
2
年
（
1
月
〜

12
月
）
の
「
農
業
」
の
倒

産
は
75
件
で
、
前
年
の
42

件
か
ら
1
・
8
倍
増
加
。

2
0
0
3
年
以
降
の
20
年

間
で
は
2
0
2
0
年
の
80

件
に
次
ぐ
2
番
目
の
高
水

準
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
畜
産
農
家

は
27
件
で
前
年
の
10
件
か

ら
急
増
。
中
で
も
酪
農
家

が
14
件
（
前
年
8
件
）
と

半
数
以
上
を
占
め
た
。
過

去
10
年
で
は
最
多
で
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
最

多
と
な
っ
た
11
年
の
19
件

に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
た
。

国
産
飼
料
作
物
へ
の
取
組
状
況
調
査

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
今
年
1
月
に
行
っ
た
国
産
飼
料
に
関
わ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
畜
産
分
野
で
は
、
国
産
飼
料
作
物
を
利

用
し
て
い
る
農
家
が
6
割
を
超
え
、
そ
の
う
ち
、
更
な
る
拡
大
意
向
を
示
す
割

合
が
5
割
近
く
と
な
っ
た
。
飼
料
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
国
産
飼
料
の
利
用

拡
大
で
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
利
用
拡
大
へ
の

課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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